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ゆく年あっさぶの１年

２
０
２
２
年
も
広
報
あ
っ
さ
ぶ
を

２
０
２
２
年
も
広
報
あ
っ
さ
ぶ
を

ご
覧
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

ご
覧
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

い
ま
し
た
。

２
０
２
２
年
の
主
な
出
来
事
を
広

２
０
２
２
年
の
主
な
出
来
事
を
広

報
あ
っ
さ
ぶ
で
振
り
返
り
ま
す
。

報
あ
っ
さ
ぶ
で
振
り
返
り
ま
す
。

２０２２年の厚沢部町のあゆみ新 春

特 集

新 春

特 集

２０２３年どうか皆様にとっ

て良い１年となりますように

今後とも広報あっさぶをご愛

顧賜りますようよろしくお願

いいたします。

（１月）
「厚沢部町最後の成人式」

▲『令和４年成人式集合写真』（２月号）

（７月）
「あっさぶメークインジャンボコロッケが世界一になる！！」

▲『あっさぶメークインジャンボコロッケギネス世界記録 ®認定式』（８月号）

（４月）
「関係人口の創出につなげる！」

▲『保育園留学事業本格始動』（５月号）
（６月）
「エネルギーの地産地消を促進」

▲『北海道ガス株式会社と連携協定締結』（７月号）

（７月）
「続く工事の無事故を願う」

▲『新中山トンネル貫通式』（８月号）

（８月）
「食事もできる新商業施設が完成」

▲『新商業施設オープニングセレモニー』（９月号）

（10 月）
「８年の活動が実り地域商標登録」

▲『あっさぶメークイン地域団体登録証伝達式』

　（11 月号）

（11 月）
「エネルギーの地産地消を図っていく」

▲『厚沢部太陽光発電所竣工式』（12 月号）
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町
民
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

希
望
に
満
ち
た
令
和
５
年
の
輝

か
し
い
新
春
を
、
皆
様
と
共
に
迎

え
ら
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
、
私
に
と
っ
て
町
長
就

任
以
来
４
期
目
の
任
期
満
了
の
年

で
あ
り
ま
す
。
私
は
こ
れ
ま
で
公

約
の
着
実
な
推
進
と
新
た
な
施
策

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
町
民
皆
様
と
議

員
各
位
の
ご
理
解
、
ご
支
援
の
賜

と
、
心
か
ら
厚
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

 

　

さ
て
、
昨
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
う
一
年
で

し
た
。
変
異
を
繰
り
返
す
ウ
イ
ル

ス
が
感
染
拡
大
を
引
き
起
こ
し
、

北
海
道
で
も
連
日
、
過
去
最
多
と

謹
賀
新
年

な
る
感
染
者
数
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
感
染
者
数
は
減
少
傾
向
に
あ

る
も
の
の
高
止
ま
り
で
推
移
し
て

お
り
、
３
年
ぶ
り
に
行
動
制
限
の

な
い
年
末
・
年
始
を
迎
え
、
人
流

の
増
加
に
よ
り
さ
ら
な
る
感
染
拡

大
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
２
月
に
始
ま
っ
た
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
、
長
期

間
に
わ
た
り
激
し
い
戦
闘
が
続
い

て
お
り
ま
す
。
子
供
を
含
む
多
く

の
尊
い
命
が
犠
牲
と
な
っ
て
お

り
、
人
命
を
守
る
こ
と
を
最
優
先

に
平
和
的
な
解
決
を
願
う
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。 

　

国
内
で
は
、
７
月
10
日
に
第
26

回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
行
わ

れ
、
自
民
・
公
明
の
与
党
が
改
選

議
席
を
大
き
く
上
回
り
、
圧
勝
と

い
う
結
果
に
終
わ
り
ま
し
た
。
10

月
に
は
臨
時
国
会
が
開
か
れ
、
岸

田
首
相
は
、
「
日
本
が
直
面
す
る

歴
史
的
な
難
局
を
乗
り
越
え
、
未

来
を
切
り
開
く
た
め
政
策
を
丁
寧

に
実
行
し
て
い
く
」
と
表
明
し
ま

し
た
。

　

政
策
の
柱
と
し
て
、
成
長
の
た

め
の
投
資
と
改
革
で
は
、
社
会
的

課
題
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
捉

え
、
持
続
的
な
成
長
を
実
現
さ
せ

る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
等

に
重
点
を
お
い
て
官
民
の
投
資
を

加
速
さ
せ
る
と
し
て
い
ま
す
。
Ｄ

Ｘ
対
策
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
と
の
一
体

化
や
利
便
性
の
向
上
を
飛
躍
的
に

進
め
、
普
及
・
促
進
の
取
り
組
み

を
加
速
さ
せ
、
地
域
で
の
デ
ジ
タ

ル
社
会
実
現
に
向
け
た
環
境
整
備

に
対
し
重
点
的
に
支
援
を
実
施
す

年 

頭 

の 

ご 

挨 

拶

厚
沢
部
町
長

渋 

田 

正 

己

5

る
と
し
て
い
ま
す
。

 

　

農
業
が
基
幹
産
業
で
あ
る
本
町

に
お
い
て
、
歴
史
的
な
転
換
期
を

迎
え
て
い
ま
す
。
昭
和
45
年
以
降
、

約
半
世
紀
以
上
続
い
た
、
い
わ
ゆ

る
転
作
制
度
の
見
直
し
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
水
張
り
が
行
わ
れ
な

い
農
地
は
交
付
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ず
、
転
作
率
が
70
パ
ー
セ

ン
ト
を
超
え
る
本
町
の
農
業
は
、

大
き
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
米
の
需
要
が
減
少
し
て

い
る
状
況
の
中
、
農
業
経
営
を
持

続
で
き
る
か
ど
う
か
の
根
幹
に
か

か
わ
る
問
題
で
あ
り
、
今
後
の
支

援
策
に
つ
い
て
関
係
機
関
に
強
く

要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

　

町
内
で
は
、
北
海
道
ガ
ス
と
の

連
携
協
定
に
基
づ
き
進
め
ら
れ
て

い
た
、
旧
滝
野
小
学
校
と
上
里
ふ

れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
西
側
の
町

有
地
に
北
海
道
ガ
ス
が
建
設
し
て

い
た
太
陽
光
発
電
所
が
完
成
し
ま

し
た
。
早
け
れ
ば
来
年
度
に
も
新

電
力
会
社
を
通
じ
て
町
内
へ
の
供

給
が
開
始
さ
れ
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に
向
け
、
大

い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
の
異
常
気
象
の
要

因
と
な
っ
て
い
る
地
球
温
暖
化
に

歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
二
酸
化

炭
素
を
抑
制
し
て
い
く
取
組
み
が

求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
本
町
に

お
い
て
も
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
十
分
に
活
用
し
、
豊
か
な
自
然

を
次
世
代
に
継
承
し
一
人
ひ
と
り

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を
目
指

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
取

組
み
を
よ
り
有
効
に
実
行
し
て
い

く
た
め
、
昨
年
９
月
に
「
厚
沢
部

町
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
ビ

ジ
ョ
ン
の
大
き
な
目
標
で
あ
る
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
社
会
に
向
け
、
２

０
３
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
排

出
量
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
い
く

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
を
、

新
年
の
始
ま
り
に
あ
た
り
宣
言
い

た
し
ま
す
。

 

　

昨
年
は
、
近
年
ま
れ
に
み
る
台

風
や
大
雨
に
よ
る
自
然
災
害
で
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
年
で
し
た
。

北
海
道
で
も
低
気
圧
や
前
線
が
長

期
に
わ
た
り
停
滞
し
、
６
月
と
８

月
に
は
檜
山
地
方
に
お
い
て
も
大

雨
に
よ
る
災
害
が
発
生
し
た
と
こ

ろ
で
す
。
い
つ
起
こ
り
う
る
か
わ

か
ら
な
い
自
然
災
害
の
脅
威
に
、

日
頃
か
ら
の
防
災
意
識
と
災
害
に

対
し
て
の
心
構
え
が
重
要
で
あ
る

と
、
再
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
の
啓

発
や
今
後
も
防
災
備
蓄
計
画
に
基

づ
き
食
糧
や
備
品
の
整
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
今
年
一
年
が
天

候
に
恵
ま
れ
、
穏
や
か
な
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

 

　

今
年
は
う
さ
ぎ
年
で
す
。
芽
を

出
し
た
植
物
が
成
長
し
て
い
き
、

茎
や
葉
が
目
に
見
え
て
大
き
く
成

長
す
る
年
と
伝
え
ら
れ
、
物
事
が

目
に
見
え
て
大
き
く
成
長
す
る
年

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
う
さ
ぎ
は
飛
び
跳
ね
る
こ
と

か
ら
、
飛
躍
す
る
象
徴
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

う
さ
ぎ
年
に
ち
な
み
、
大
き
く

飛
躍
す
る
「
素
敵
な
過
疎
の
ま
ち

づ
く
り
」
に
ま
い
進
し
て
参
り
ま

す
の
で
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指

導
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
皆
様
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
、
心
か
ら
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

副 町 長

佐 藤　正 秀

教 育 長

鈴　木　　聡

大
き
く
飛
躍
す
る

 

「
素
敵
な
過
疎
の

   

ま
ち
づ
く
り
に
邁
進
」

　年頭のご挨拶

◆
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　
　

合　

浦　

博　

昭

総
務
係
長　
　

青　

柳　

秀　

和

総
務
係
主
査　
　

丸　

山　

祐　

樹

総

務

係　
　

柴　

崎　

重　

博

財
政
係
長　
　

福　

田　

亜
矢
子

　
　
　
　
　
　

亀　

井　

祐　

作

経
理
管
財
係
長　
　

能　

代　

一　

史

情
報
管
理
係　
　

大　

山　

剛　

弘

◆
政
策
推
進
課

課　
　

長　
　

安　

田　
　
　

光

政
策
推
進
係
長　
　

木　

口　

孝　

志

政
策
推
進
係　
　

蛯　

名　

拓　

斗

　
　
　
　
　
　

山　

﨑　

弘　

貴

商
工
観
光
係
長　
　

小　

西　

智　

晴

商
工
観
光
係　
　

首　

藤　

浩　

平

財

政

係

兼
経
理
管
財
係

課

長

兼

情
報
管
理
係
長

◆
住
民
税
務
課

課　
　

長　
　

安　

沢　

富
士
子

住
民
係
長　
　

中　

里　

孝　

子

　
　
　
　
　
　

永　

井　

里　

奈

住

民

係

兼

国

保

係

　
　
　
　
　
　

船　

瀬　

祥　

太

◇
認
定
こ
ど
も
園
は
ぜ
る
勤
務

園　
　

長 
 

　

斎　

藤　

紋　

子

こ
ど
も
園
係
長　
　

佐　

藤　

武　

徳

主
任
保
育
教
諭　
　

橋　

端　

純　

恵

　

 

〃 

　
　
　

西　

村　

智　

香

保
育
教
諭　
　

小　

橋　

朱　

理

　

 

〃 

　
　
　

朝　

倉　

美　

樹

　

 

〃 

　
　
　

月　

居　
　
　

茜

　

 

〃 

　
　
　

高　

田　

智　

美

　

 

〃 

　
　
　

佐　

藤　
　
　

舞

◆
出
納
課

　
　
　
　
　
　

森　
　
　

ゆ
か
り

出

納

係　
　

清　

水　

智　

美

◆
議
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　

髙　

野　

政　

人　

総

務

係　
　

小　

森　

賢　

人

◆
農
業
委
員
会
事
務
局

（兼）
事
務
局
長　
　

沼　

下　

利　

広

総
務
係
長　
　

石　

井　

淳　

平

（兼）
総
務
係　
　

谷　

口　

方　

基

会
計
管
理
者
兼

出

納

課

長

兼

出

納

係

長

事

務

局

長

兼

総

務

係

長

課
税
収
納
係
長　
　

三　

戸　

康　

彰

課
税
収
納
係　
　

佐　

藤　

優　

平

　

 

〃　
　
　

 

川　

瀬　

皓　

太

　
　
　
　
　
　

山　

田　

蒼　

良

国
保
係
長　
　

中　

川　

一　

秀

　
　
　
　
　
　

吉　

田　

友　

耶

生
活
安
全
係
長　
　

増　

田　
　
　

聡

国

保

係

兼

住

民

係

◆
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　
　

森　
　
　

理　

生

　
　
　
　
　
　

木　

村　

千　

律

福
祉
係
長　
　

太　

田　

聡　

子

介
護
保
険
係
長　
　

藤　

田　

智　

美

　
　
　
　
　
　
　

飴　

谷　

美　

咲

　
　
　
　
　
　

三　

橋　

玲　

子

　
　
　
　
　
　

米　

田　
　
　

茜

健
康
増
進
係
長　
　

石　

田　

和　

子

健
康
増
進
係　
　

並　

川　

麻　

子

　

 

〃　
　
　

 

奈　

良　

陽　

子

　
　
　
　
　
　

小　

森　

麗　

奈

健
康
増
進
係　
　

笹　

森　

志　

穂

課
長
補
佐
兼
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
係

長
兼
健
康
増
進
係

課

長

兼

子
育
て
支
援
係
長

健

康

増

進

係

兼

子

育

て

支

援

係

兼

こ

ど

も

園

係

地

域

包

括

支

援

セ

ン

タ

ー

係

◆
農
林
課

課　
　

長　
　

沼　

下　

利　

広

　
　
　
　
　
　

三　

上　

光　

憲

農
業
振
興
係
長　
　

杉　

野　
　
　

剛

　
　
　
　
　
　
　

上　

條　

公　

大

　
　
　
　
　
　

堂　

下　

貴　

宏

農
村
整
備
係　
　

谷　

口　

方　

基

林
業
振
興
係
長 

 

　

藤　

八　

伸
太
郎

◆
建
設
水
道
課

課　
　

長　
　

中　

野　

健　

二

　
　
　
　
　
　

北　

川　

広　

幸

主　
　

幹　
　

服　

部　

常　

人

　
　
　
　
　
　

万　

所　

貴　

之　

　
　
　
　
　
　

紺　

野　

和　

美

土
木
係
主
査　
　

大　

森　

秀　

行

建
築
施
設
係
長　
　

中　

里　

知　

弘

　
　
　
　
　
　

福　

島　
　
　

耕

　

 

〃 

　
　
　

久
保
田　

和　

敏

農
業
振
興
係
（
活
性

化
セ
ン
タ
ー
勤
務
）

管

理

係

主

査

兼
建
築
施
設
係

上

下

水

道

係

主

査

主

幹

兼

上
下
水
道
係
長

主

幹

兼

農
村
整
備
係
長

農

業

振

興

係

兼
林
業
振
興
係

主

幹

兼

管

理

係

長

兼

土

木

係

長

◆
教
育
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　

安　

達　

達　

也

主　
　

幹　
　

二　

宮　

和　

之

　
　
　
　
　
　

荒　

木　

敬　

仁

　
　
　
　
　
　

三　

上　

裕　

介

社
会
教
育
係
長　
　

板　

坂　
　
　

勇

社
会
教
育
係　
　

富　

塚　
　
　

龍

　

 

〃　

 

　
　

増　

田　
　
　

廉

　
　
　
　
　
　

石　

村　

和　

子

◆
選
挙
管
理
委
員
会

（兼）
書
記
長　
　

合　

浦　

博　

昭

（兼）
書　

記　
　

青　

柳　

秀　

和

　

 

〃 

　
　
　

丸　

山　

祐　

樹

◆
監
査
委
員

（兼）
書　

記　
　

合　

浦　

博　

昭

　

 

〃 

　
　
　

青　

柳　

秀　

和

　

 

〃 

　
　
　

丸　

山　

祐　

樹

事
務
局
長
兼
総
合
給

食
セ
ン
タ
ー
長
兼
学

校
教
育
係
長
兼
総
合

給
食
セ
ン
タ
ー
係
長

学

校

教

育

係

主

査

学

校

教

育

係

兼

総

合

給

食

セ

ン

タ

ー

係

総
合
給
食
セ
ン

タ

ー

係

主

査

（

再

任

用

）

政

策

推

進

係

（
北
海
道
か
ら
派
遣

）

課
税
収
納
係
兼

生

活

安

全

係

介
護
保
険
係
兼

子
育
て
支
援
係

地
域
包
括
支
援
セ

ン

タ

ー

係

主

査

兼

健

康

増

進

係

（

再

任

用

）

子

育

て

支

援

係

兼

福

祉

係
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
い
令
和
５

年
の
新
春
を
町
民
の
皆
様
と
共
に

迎
え
ら
れ
ま
す
こ
と
を
謹
ん
で
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

併
せ
ま
し
て
、
皆
様
に
は
日
頃

か
ら
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
温
か

い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
心
か

ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

は
「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」
な
ど
新
た

な
変
異
株
を
生
み
出
し
な
が
ら
、

依
然
と
し
て
感
染
拡
大
を
繰
り
返

し
て
い
ま
す
。
国
で
は
新
た
な
行

動
制
限
は
行
わ
ず
、
感
染
拡
大
防

止
と
社
会
経
済
活
動
の
両
立
を
図

る
方
針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
患

者
発
生
の
全
数
届
出
を
見
直
す
な

ど
、
新
た
な
段
階
へ
の
移
行
を
進

め
て
お
り
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
「
三

つ
の
密
」
の
回
避
、
手
洗
い
等
の

手
指
衛
生
、
効
果
的
な
換
気
な
ど

基
本
的
な
感
染
防
止
行
動
を
徹
底

し
、
感
染
リ
ス
ク
の
軽
減
に
努
め

る
こ
と
に
よ
り
、
長
期
に
及
ぶ
コ

ロ
ナ
禍
が
早
期
収
束
に
向
か
う
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が

国
際
秩
序
を
大
き
く
揺
る
が
し
、

世
界
経
済
を
混
乱
に
陥
れ
、
日
本

の
物
価
高
に
も
拍
車
を
か
け
ま
し

た
。
資
源
価
格
の
高
騰
や
歴
史
的

円
安
の
影
響
を
受
け
、
食
品
を
中

心
に
多
く
の
品
目
で
値
上
げ
の
波

が
押
し
寄
せ
、
私
た
ち
の
生
活
を

直
撃
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
影
響
は
、
町
の
基
幹

産
業
で
あ
り
ま
す
農
業
に
も
及
ん

で
お
り
、
肥
料
等
の
生
産
資
材
価

格
の
急
騰
が
農
業
経
営
に
大
き
な

打
撃
を
与
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

総
合
的
な
影
響
緩
和
対
策
の
早
期

実
施
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

社
会
を
取
り
巻
く
環
境
が
著
し

く
変
化
す
る
中
で
、
地
方
行
政
の

果
た
す
べ
き
役
割
と
責
任
は
ま
す

ま
す
大
き
く
、
将
来
に
わ
た
り
活

力
あ
る
社
会
を
維
持
し
て
い
く
た

め
に
は
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し

た
地
方
創
生
の
取
組
み
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　

今
年
は
、
私
ど
も
議
会
議
員
に

と
っ
て
は
改
選
の
年
に
あ
た
り
ま

す
が
、
町
民
の
意
思
を
的
確
に
と

ら
え
、
町
民
の
負
託
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
更
な
る
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

迎
え
ま
し
た
新
年
が
皆
様
に

と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
年

頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新 

年 

の 

ご 

挨 

拶

厚
沢
部
町
議
会
議
長

鈴 

木 

祥 

司

▼
総
務
文
教
常
任
委
員
会

委

員

長　

髙　

田　

一　

弥　

副
委
員
長　

松　

村　

松　

雄

委

員　

中　

山　

俊　

勝

委

員　

上　

戸　

昌　

行　

委

員　

山　

田　

克　

哉　

▼
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

委

員

長　

濵　

塚　

久　

好　

副
委
員
長　

香　

川　

直　

樹

委

員　

佐
々
木　
　
　

宏

委

員　

山　

崎　
　
　

孝

副議長

佐々木　宏

新
年
の
ご
挨
拶

農
業
委
員
会
だ
よ
り

だ
よ
り

vol.117
▼
農
業
者
年
金
、
売
買
・
貸
借
・

　

相
続
等
の
農
地
に
関
す
る
事
は

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　

（
☎
６
４
‐
３
３
１
４
）
へ

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
年
頭
に
あ
た
り
謹

ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
農
業
委

員
会
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
が
進
み
、
い
ま
だ
に
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
の
中
止
や
延
期
、
会
合
の

自
粛
な
ど
が
続
い
て
お
り
、
外
食

産
業
の
需
要
が
縮
小
す
る
な
ど
農

産
物
の
価
格
は
先
行
き
不
透
明
な

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
肥
料

の
高
騰
に
よ
る
経
営
支
出
の
上
昇

が
農
業
経
営
を
さ
ら
に
圧
迫
す
る

要
因
と
な
り
、
農
家
を
悩
ま
せ
て

い
ま
す
。
国
の
支
援
策
も
高
騰
す

る
肥
料
・
資
材
費
に
追
い
つ
い
て

い
る
と
は
言
え
ず
、
農
業
者
に

と
っ
て
は
、
今
後
も
苦
し
い
経
営

会長

外　﨑　　明

が
続
く
こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

農
業
者
に
と
っ
て
衝
撃
だ
っ
た

の
は
、
水
田
活
用
直
接
支
払
い
交

付
金
の
厳
格
化
に
よ
り
、
令
和
８

年
ま
で
に
水
張
り
し
な
い
水
田
は

交
付
金
の
対
象
か
ら
外
れ
る
も
の

と
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
す
で
に
令

和
４
年
度
は
牧
草
の
交
付
金
の
減

額
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
農
業
収

入
に
与
え
る
影
響
は
も
と
よ
り
、

農
地
取
引
や
農
地
の
利
活
用
に
も

大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
と
懸

念
し
て
お
り
ま
す
。

　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後
継

者
不
足
な
ど
農
地
を
巡
る
課
題
解

決
の
た
め
、
農
林
水
産
省
で
は
５

月
に
「
人
・
農
地
関
連
施
策
の
見

直
し
」
を
取
り
ま
と
め
、
従
来
の

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を
「
地
域

計
画
」
と
法
定
化
し
ま
し
た
。
地

域
計
画
で
は
、
１
筆
ご
と
に
将
来

の
耕
作
者
を
あ
て
は
め
る
「
目
標

地
図
」
の
作
成
を
行
う
こ
と
と
さ

れ
て
お
り
、
農
地
の
現
状
把
握
、

農
業
者
・
土
地
所
有
者
の
意
向
把

握
、
地
域
で
の
話
し
合
い
な
ど
、

農
業
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
作

業
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
の
厚
沢
部
農
業
の
将
来

像
を
描
く
重
要
な
作
業
で
あ
り
、

農
業
委
員
会
は
「
農
地
の
番
人
」

で
あ
る
と
と
も
に
、
「
農
地
の
将

来
像
の
描
き
手
」
と
し
て
、
そ
の

務
め
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
者
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
な
に
よ
り
も
農
作
業

事
故
・
農
薬
事
故
に
ご
留
意
さ
れ
、

健
康
で
実
り
多
い
一
年
と
な
り
ま

す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年

頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

会　
　

長　

外　

﨑　
　
　

明

会
長
代
理　

小
野
寺　
　
　

孔

委　
　

員　

西　

口　

智　

章

　
　

〃　
　

佐　

藤　

美
登
子

　
　

〃　
　

木　

村　

卓　

也

　
　

〃　
　

前　

田　

秀　

幸

　
　

〃　
　

奈　

良　

和　

人

　
　

〃　
　

木　

口　

幸　

弘

　
　

〃　
　

佐　

藤　

龍　

也

　
　

〃　
　

由　

利　

昭　

人

　
　

〃　
　

斉　

藤　

和　

博

　
　

〃　
　
　
　

田　
　
　

藍

　
　

〃　
　

佐　

藤　

貴　

彦

　
　

〃　
　

下
川
部　

和　

宏

　

（
議
席
番
号
順
）

　新年のご挨拶

◆
国
保
病
院

院　
　

長　
　

佐
々
木　

紀　

仁

副

院

長　
　

木　

村　

一　

隆

医　
　

師　
　

岡　

本　
　
　

悠

事

務

長　
　

津　

野　
　
　

修

　
　
　
　
　
　

森　
　
　

英　

治

　
　
　
　
　
　

林　
　
　

慶　

太

栄 

養 

士　
　

道　

島　

洋　

子

薬
剤
師
長　
　

金　

澤　

潤　

子

看
護
師
長　
　

鈴　

木　

ゆ
き
み

主
任
看
護
師　
　

丹　

保　

麻　

美

　

 

〃　
　
　

 

溝　

口　

真
由
美

看

護

師　
　

中　

川　

麻　

子

　

 

〃　
　
　

 

高　

杉　

裕
美
子

　

 

〃　
　
　

 

杉　

野　

麻　

美

 

　

〃　
　
　

 

増　

崎　

麻　

希

　

 

〃　
　
　

 

青　

柳　

裕　

美

　

 

〃　
　
　

 

川　

股　

登
和
子

　

 

〃　
　
　

 

鈴　

木　

恵
美
子

　

 

〃　
　
　

 

鈴　

木　

有
希
子　

 

　

 

〃　
　
　

 

工　

藤　

帆　

波

　

 

〃　
　
　

 

下
川
部　

智
香
子

　

 

〃　
　
　

 

千　

代　

由　

香

　
　
　
　
　
　

國　

仙　

若　

子

　

 

〃　
　
　

 

下
川
部　

紀　

子

◆
厚
沢
部
消
防
署

署　
　

長　
　

福　

田　

昭　

浩

　
　
　
　
　
　

中　

山　

博　

之

　
　
　
　
　
　

太　

田　

稔　

久

　
　
　
　
　
　

三　

崎　

慶　

智

庶
務
係
長　
　

松　

原　

茂　

樹

　
　
　
　
　
　

並　

川　

光　

生

　
　
　
　
　
　

森　

山　

泰　

凪

管
理
係
長　
　

下
川
部　
　
　

純

　
　
　
　

 
 
 
 

加　

澤　

寛　

明

　
　
　

 
 

　
　

酒　

井　

遵　

樹

　
　
　
　
　
　

松　

神　

雅　

朗

救
急
係
主
任　
　

庄　

山　

一　

輝

警
防
係
主
査　
　

柴　

田　

直　

行

警
防
係
主
任　
　

唯　
　
　

大　

介

警

防

係　
　

佐
々
木　

智　

也

予
防
係
主
任
兼

危
険
物
係
主
任

予

防

係

兼

危

険

物

係

管
理
係
主
任
兼

庶

務

係

主

任

庶
務
係
主
査
兼

管

理

係

主

査

庶

務

係

兼

救

急

係

主
幹
兼
総
務
係

長

兼

医

事

係

医

事

係

長

兼

総

務

係

看

護

師

（

再

任

用

）

次

長

兼

警

防

係

長

主

幹

兼

予

防

係

長

兼

危

険

物

係

長

主

幹

兼

救

急

係

長

■問い合わせ先　農林課・農業委員会　電話：６４-３３１４

地域の住民・農業者のみなさんへ

　地域活動や農業を支えてこられた方々が減少し、高齢化する中で、将来の地域農業をだれが、ど

のように守っていくのか、地域の皆さんで話し合いをしてみませんか？

　このたび、農地等に関する各法律が改正され、地域での話し合いにより将来の農地利用の姿を明

確にする地域計画（目標地図）の策定が定められました。

　皆さんの地域で、農地や地域農業の課題について、話し合いを行いたいとお考えの際には、役場

農業委員会、農林課におたずねください。

　また、地域の話し合いに先立ち、説明会の開催のご希望がありましたら、地域に出向きご説明を

いたしますので、遠慮なくご相談ください。

将来の『人と農地』について
話し合いませんか！
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令
和
４
年
秋
の
叙
勲
に
元
厚
沢

部
町
消
防
団
副
団
長
・
船
瀬
一
徳

さ
ん
（
74
歳
）
が
選
ば
れ
、
12
月

９
日

（金）
に
渋
田
町
長
か
ら
瑞
宝
単

光
章
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

船
瀬
さ
ん
は
昭
和
45
年
８
月
に

消
防
団
へ
入
団
。
平
成
25
年
３
月

に
副
団
長
と
し
て
退
団
さ
れ
ま
し

た
。
42
年
余
の
長
き
に
わ
た
り
、

団
員
の
育
成
に
努
め
る
と
と
も
に

消
防
体
制
の
充
実
強
化
に
努
力

し
、
住
民
生
活
の
安
定
に
尽
力
し

て
き
ま
し
た
。

　

瑞
宝
単
光
章
を
受
け
取
っ
た
船

瀬
さ
ん
は
「
長
年
消
防
団
と
し
て

活
動
し
て
き
て
、
皆
さ
ん
の
支
え

も
あ
っ
た
お
か
げ
で
、
こ
の
よ
う

な
章
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
て

と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
少
し

で
も
住
民
生
活
の
安
心
に
貢
献
出

来
て
良
か
っ
た
で
す
」
と
受
章
の

喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

瑞宝単光章を受章

鶉町 船 瀬 一 徳 氏

無償での鶉西３号線町道清掃作業に対して

㈱北海道ロードサービスへ感謝状を贈呈

12
月
20
日

（火）
、
町
は

町
道
鶉
西
３
号
線
の
縁

石
部
に
繁
茂
し
た
雑
草

や
堆
積
し
た
土
砂
等
の

撤
去
作
業
を
無
償
で

行
っ
た
㈱
北
海
道
ロ
ー

ド
サ
ー
ビ
ス
（
千
葉
敬

代
表
取
締
役
）
へ
感
謝

状
を
贈
り
ま
し
た
。
渋

田
町
長
は
「
作
業
し
て

い
た
だ
い
た
路
線
は
町

内
会
か
ら
除
草
の
要
望

が
あ
っ
た
場
所
で
実
施

し
て
い
た
だ
き
大
変
あ

り
が
た
い
」
と
感
謝
を

述
べ
、
千
葉
代
表
に
感

謝
状
を
手
渡
し
ま
し

た
。

　

鈴
木
さ
ん
は
平
成
15
年
５
月
か

ら
町
議
会
議
員
を
務
め
、
こ
れ
ま

で
に
産
業
厚
生
常
任
委
員
や
議
会

広
報
編
集
特
別
委
員
、
総
務
文
教

委
員
な
ど
を
歴
任
。
平
成
23
年
５

月
か
ら
現
在
に
至
り
、
町
議
会
議

長
の
重
責
に
就
き
、
優
れ
た
識
見

と
行
動
力
、
町
民
目
線
の
政
治
信

念
で
、
町
政
の
振
興
発
展
に
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
住
民
の
た

め
に
永
年
積
極
的
な
活
動
を
し
て

き
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
北
海

道
社
会
貢
献
賞
（
自
治
功
労
者
）

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

鈴木祥司議長に贈呈

北海道社会貢献賞
　

厚
沢
部
町
議
会
議
長
の
鈴
木
祥
司
さ
ん
（
66
歳
）
が
北
海
道
社
会
貢
献

賞
（
自
治
功
労
者
）
に
選
ば
れ
、
12
月
11
日

（火）
、
渋
田
町
長
か
ら
表
彰
状

と
記
念
品
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

表彰者名 タイトル 受賞名

○第52回中学生人権作文コンテスト「江差地区大会」

三上　結音（３年） 「言葉」

江差地区優秀賞桜庭　里緒（３年） 「生きる権利、死ぬ権利」

渋田　明意（２年） 「個性について」

○第52回中学生人権ポスターコンテスト「江差地区大会」

柴田　　湊（３年） 「十人十色　それがいい」 江差地区大会奨励賞

「
人
権
作
文
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」

「
人
権
作
文
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」

４
名
が
表
彰

４
名
が
表
彰

12
月
21
日

（水）
、
「
人
権
作
文
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
表
彰
伝
達

式
が
厚
沢
部
中
学
校
（
玉
置
英
樹
校
長
）
で
行
わ
れ
、
受
賞
し
た
４
名
の

生
徒
に
、
賞
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
身

の
周
り
に
あ
る
様
々
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
い
、
豊
か
な
人

権
感
覚
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

▲左から渋田さん、桜庭さん、柴田さん、三上さん

10
月
24
日

（月）
、
法
務
省
内
に
お

い
て
、
人
権
擁
護
委
員
法
務
大
臣

表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
鶉
の
岩
田

冨
貴
子
さ
ん
（
70
歳
）
が
長
年
に

わ
た
る
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
の

活
動
が
評
価
さ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　

岩
田
さ
ん
は
平
成
23
年
１
月
か

ら
厚
沢
部
町
人
権
擁
護
委
員
を
現

在
に
至
る
ま
で
務
め
、
人
権
擁
護

委
員
と
し
て
の
使
命
を
深
く
自
覚

し
、
小
・
中
学
校
や
鶉
地
区
で
の

人
権
教
室
の
実
施
な
ど
精
力
的
に

活
動
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
令

和
元
年
５
月
か
ら
は
江
差
地
区
人

権
擁
護
委
員
協
議
会
会
長
を
務

め
、
人
権
擁
護
委
員
組
織
体
の
円

滑
な
運
営
に
多
大
な
貢
献
が
評
価

さ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

12
月
８
日

（木）
、
表
彰
の
報
告
の

た
め
渋
田
町
長
を
訪
問
。
岩
田
さ

ん
は
「
地
域
の
皆
さ
ん
の
支
え
や

協
力
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
賞
を

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
賞
に
恥
じ
な
い
よ
う
に
今
後

も
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
」
と

受
賞
の
喜
び
を
話
し
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
『
第
４
回
厚
沢
部
町
議

会
定
例
会
』
が
12
月
12
日

（月）
・
13
日

（火）
の
２
日
間
開
催
さ
れ
、
令
和
４
年

度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
の
補

正
予
算
案
や
条
例
の
制
定
案
６
件
な

ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
議
事
の
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
、
『
議
会
だ
よ
り
２
月
号
』
及

び
『
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
』
で
お
伝
え

し
ま
す
。

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
案
は
４
９
１
３
万
円
を
追
加

し
、
総
額
を
48
憶
１
１
９
７
万
８

千
円
と
し
ま
し
た
。

　

補
正
の
内
容
は
、
財
政
調
整
基

金
積
立
金
、
役
場
庁
舎
光
熱
水

費
、
敬
老
こ
と
ぶ
き
商
品
券
、
経

営
所
得
安
定
対
策
等
推
進
事
業
費

補
助
金
、
富
栄
地
区
女
性
グ
ル
ー

プ
活
動
拠
点
施
設
整
備
事
業
費
補

助
金
、
熊
等
駆
除
捕
獲
報
償
費
の

増
額
な
ど
で
す
。

一
般
会
計
予
算
を
追
加

鶉 岩田冨貴子 氏
法務大臣表彰

令
和
４
年
第
４
回
厚

沢
部
町
議
会
定
例
会

議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
と
会
場

★
１
月
24
日

（火）

館
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

★
１
月
26
日

（木）

鶉
地
区
研
修
セ
ン
タ
ー

★
１
月
27
日

（金）

町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
み

▼
各
日
午
後
６
時
か
ら
開
始

申
し
込
み
は
不
要
で
、
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。



11 10

　　

1212
月月
2020
日日

（火）（火）
、
厚
沢
部
中
学

、
厚
沢
部
中
学

校
（
玉
置
英
樹
校
長
）
２
年
生
は

校
（
玉
置
英
樹
校
長
）
２
年
生
は

公
民
の
授
業
で
議
会
の
こ
と
を
学

公
民
の
授
業
で
議
会
の
こ
と
を
学

ん
だ
後
に
、
実
際
に
議
会
を
体
験

ん
だ
後
に
、
実
際
に
議
会
を
体
験

し
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に

し
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に

「
中
学
生
議
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

「
中
学
生
議
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
が
考
え
た
町
へ
対
す
る

　

中
学
生
が
考
え
た
町
へ
対
す
る

思
い
や
提
案
内
容
の
一
部
を
抜
粋

思
い
や
提
案
内
容
の
一
部
を
抜
粋

し
て
紹
介
し
ま
す
。

し
て
紹
介
し
ま
す
。

年々
、
人
口
が
減
少
し
て
い

て
子
ど
も
の
人
数
も
減
っ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
弟
や
妹
の

小
学
校
で
人
数
が
減
っ
て
い
る
こ

と
に
不
安
を
覚
え
ま
す
。
昨
年

度
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
方
か

ら
、
「
移
住
体
験
」
と
い
う
も
の

を
通
し
て
町
お
こ
し
を
行
っ
て
い

る
と
伺
い
ま
し
た
。
児
童
生
徒
が

増
え
る
た
め
に
は
、
町
外
か
ら
移

住
し
て
来
る
人
を
増
や
す
こ
と
が

大
切
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
厚
沢

部
町
役
場
の
皆
様
に
質
問
と
提
案

が
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、
む
や

み
に
増
や
す
こ
と
は
難
し
い
と
思

い
ま
す
が
、
予
算
を
考
え
な
が
ら

ち
ょ
っ
と
暮
ら
し
住
宅
を
後
２
軒

ほ
ど
増
や
し
、
厚
沢
部
町
に
移
住

し
た
い
人
を
増
や
す
こ
と
は
で
き

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
二
つ
目
は

厚
沢
部
町
に
は
夏
の
イ
ベ
ン
ト
は

い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
冬
の
イ

ベ
ン
ト
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
雪
合
戦
や
そ
り
滑
り
、

雪
対
策
に
つ
い
て
意
見
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
厚
沢
部

町
内
で
雪
を
捨
て
る
場
所
が
段
々

と
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
危

機
感
を
覚
え
ま
す
。
町
内
の
高
齢

化
が
進
ん
で
い
て
、
雪
を
処
理
す

る
場
ま
で
が
遠
く
な
る
と
ご
年
配

の
方
に
は
よ
り
一
層
冬
の
生
活
が

大
変
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
心

配
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
除
雪
車

の
走
る
時
間
帯
も
限
ら
れ
て
い
る

た
め
、
町
内
の
道
が
か
な
り
細
く

な
っ
て
い
る
こ
と
も
心
配
で
す
。

登
校
時
に
車
が
良
く
見
え
ず
、
事

故
に
巻
き
込
ま
れ
そ
う
な
こ
と
も

あ
っ
た
か
ら
で
す
。
ま
た
雪
の
処

理
は
何
も
捨
て
る
こ
と
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
ほ
か
の

１
年
生
の
時
に
道
の
駅
の

方
々
や
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
方
と
と
も
に
厚
沢
部
に
つ
い

て
学
ぶ
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
厚
沢
部
町
の
活
性
化
に

道
の
駅
の
存
在
は
欠
か
せ
な
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
道
の
駅
に
つ

い
て
お
聞
き
し
た
い
こ
と
が
５
つ

あ
り
ま
す
。
１
つ
目
は
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
よ
っ
て
観
光
人
口
が
ど
れ

く
ら
い
変
化
し
、
ど
れ
ほ
ど
の
収

入
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で

厚
沢
部
町
で
予
想
さ
れ
て
い

る
災
害
は
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
見
る
と
洪
水
だ
と
思
い

ま
す
。
前
回
の
大
雨
で
も
、
も
う

少
し
雨
が
降
っ
て
い
た
ら
厚
沢
部

川
が
あ
ふ
れ
そ
う
で
心
配
で
し

た
。
私
た
ち
と
し
て
は
、
堤
防
を

高
く
す
る
、
そ
れ
で
も
あ
ふ
れ
て

し
ま
っ
た
と
き
の
避
難
所
を
増
や

し
、
そ
こ
に
防
災
キ
ッ
ト
を
設
置

私
た
ち
が
普
段
思
っ
て
い
る

以
上
に
、
厚
沢
部
町
で
は

多
く
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
る
危
険

性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
不
安

に
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
厚
沢
部

町
で
思
い
つ
く
災
害
は
洪
水
で

す
。
平
成
６
、
７
年
等
、
厚
沢
部

川
水
系
で
実
際
に
洪
水
が
発
生
し

甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
と
お
聞

き
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
今
年
、

厚
沢
部
川
が
氾
濫
危
険
水
位
に
達

し
た
こ
と
も
記
憶
に
新
し
い
で

す
。
ま
た
洪
水
だ
け
で
は
な
く
、

胆
振
東
部
地
震
で
は
、
厚
沢
部
町

で
も
大
規
模
停
電
が
発
生
し
ま
し

た
。
厚
沢
部
町
は
ど
ん
な
災
害
を

想
定
し
て
、
ど
ん
な
対
策
を
取
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
最
近
災

害
が
多
く
厚
沢
部
町
が
ど
ん
な
対

策
を
し
て
い
る
の
か
を
知
っ
て
い

昨
今
の
物
価
上
昇
に
よ
る
値

上
げ
と
生
産
者
の
減
少
に

よ
り
厚
沢
部
の
特
産
品
が
な
く

な
っ
て
い
し
ま
う
の
で
は
な
い
か

と
い
う
不
安
が
あ
り
ま
す
。
メ
ー

ク
イ
ン
の
生
産
量
、
特
産
品
を
加

工
す
る
生
産
工
場
の
数
、
こ
れ
か

ら
売
り
出
し
て
い
く
予
定
の
特
産

品
、
厚
沢
部
の
全
体
の
特
産
品
の

総
売
り
上
げ
な
ど
厚
沢
部
の
特
産

品
の
現
状
に
つ
い
て
教
え
て
い
た

だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

特
産
品
が
よ
り
有
名
に
な
り
売
り

上
げ
が
増
え
た
り
、
ご
年
配
の
方

が
農
家
を
し
て
い
る
こ
と
が
多
い

の
で
後
継
者
を
増
や
し
生
産
量
が

増
え
れ
ば
値
上
げ
が
改
善
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、

厚
沢
部
町
と
し
て
対
策
し
て
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

雪
ま
つ
り
、
屋
台
で
厚
沢
部
の
特

産
品
を
豚
汁
に
し
て
振
る
舞
う
な

ど
の
冬
の
イ
ベ
ン
ト
も
行
う
こ
と

で
厚
沢
部
の
魅
力
を
も
っ
と
多
く

の
人
に
知
っ
て
も
ら
え
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。

地
域
で
は
蔵
屋
敷
に
雪
を
蓄
え
野

菜
の
貯
蔵
庫
と
し
て
活
用
し
て
い

る
そ
う
で
す
。
ア
ル
バ
イ
ト
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、
「
雪
の
処

理
」
と
い
う
問
題
を
厚
沢
部
町
の

資
源
に
変
え
、
有
効
活
用
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
私
た

ち
は
、
厚
沢
部
町
の
雪
捨
て
場
を

増
や
せ
な
い
か
役
場
の
方
々
に
お

聞
き
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

す
。
２
つ
目
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
面
で
ど
の
よ
う
か
工
夫
が
な
さ

れ
て
い
る
の
か
で
す
。
３
つ
目
は

ス
ク
リ
ー
ン
の
町
の
人
か
ら
の
反

応
で
す
。
４
つ
目
は
当
初
は
ト
イ

レ
だ
け
の
改
築
の
予
定
だ
っ
た

が
、
何
故
新
し
く
お
店
を
つ
く
っ

た
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。
最
後

に
道
の
駅
の
活
性
化
に
は
若
い
世

代
の
来
場
者
数
の
増
加
も
重
要
と

な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、
若

い
世
代
の
人
た
ち
が
楽
し
め
る
工

夫
を
考
え
て
い
た
ら
教
え
て
く
だ

さ
い
。

し
て
あ
る
と
安
心
で
き
る
と
話
し

て
い
た
の
で
す
が
、
厚
沢
部
町
で

は
洪
水
に
対
し
ど
の
よ
う
な
対
策

を
取
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

れ
ば
、
よ
り
避
難
し
や
す
く
な
る

と
思
う
の
で
教
え
て
い
た
だ
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

畑中　彩衣
議員

①
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

木口　蒔仁
議員

山田　悠生
議員

塚本　尚輝
議員

尾山　相依
議員

由利美優香
議員

　田　芽依
議長

②
雪
対
策
に
つ
い
て

③
道
の
駅
の
経
済
効
果
に
つ
い
て

④
災
害
対
策
に
つ
い
て
１

⑤
災
害
対
策
に
つ
い
て
２

⑥
特
産
品
に
つ
い
て

町
か
ら
の
回
答
に
つ
い
て
（
一
部
抜
粋
）

①
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　

１
点
目
に
つ
い
て
、
キ
ャ
ン
セ

ル
待
ち
が
多
数
あ
り
利
用
し
た
い

と
い
う
要
望
が
多
い
た
め
、
ご
提

案
い
た
だ
い
た
よ
う
に
、
来
年
度

以
降
、
移
住
体
験
住
宅
を
い
く
つ

か
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
２
点
目
に
つ

い
て
は
「
冬
の
道
駅
ま
つ
り
」
を

今
年
度
は
何
と
か
開
催
で
き
れ
ば

と
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

②
雪
対
策
に
つ
い
て

　

原
則
敷
地
内
の
雪
に
つ
い
て
は

自
分
の
敷
地
内
で
処
理
す
る
こ
と

が
ど
こ
の
市
町
村
で
も
ル
ー
ル
に

な
っ
て
い
ま
す
。
雪
対
策
に
つ
い

て
は
今
後
も
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

③
道
の
駅
の
経
済
対
策
に
つ
い
て

　

１
点
目
に
つ
い
て
、
見
込
ん
で

い
た
売
上
目
標
を
達
成
し
、
好
調

な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
２
点
目
に
つ
い
て
、
正

面
入
口
に
ス
ロ
ー
プ
を
設
置
し
て

お
り
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
配
慮
し

基
準
に
沿
っ
て
建
設
し
た
施
設
と

な
っ
て
い
ま
す
。
３
点
目
に
つ
い

て
、
迫
力
あ
る
パ
ノ
ラ
マ
大
画
面

と
ク
リ
ア
な
映
像
、
観
覧
者
の
動

き
に
反
応
し
て
表
現
を
変
え
る
イ

ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
映
像
な
ど
、
こ

こ
に
し
か
な
い
施
設
で
あ
る
と
の

評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
４

点
目
に
つ
い
て
、
重
点
道
の
駅
と

し
て
観
光
客
を
呼
び
込
む
た
め
の

目
玉
と
な
る
施
設
整
備
を
目
指
す

こ
と
と
し
、
駐
車
場
の
整
備
、
24

時
間
ト
イ
レ
の
建
設
、
新
商
業
施

設
の
建
設
と
、
段
階
的
に
国
の
補

助
事
業
を
活
用
し
な
が
ら
整
備
を

行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
５
点

目
に
つ
い
て
、
利
用
者
や
町
民
の

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
道
の
駅
の
さ
ら

な
る
魅
力
向
上
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

④
災
害
対
策
に
つ
い
て
１

　

堤
防
の
か
さ
上
げ
等
の
改
修
に

つ
い
て
は
、
災
害
の
危
険
性
に
つ

い
て
関
係
者
と
話
し
合
い
を
行

い
、
町
民
皆
様
が
安
心
し
て
生
活

が
で
き
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

⑤
災
害
対
策
に
つ
い
て
２

　

自
然
災
害
は
、
大
雨
だ
け
で
は

な
く
地
震
や
暴
風
等
、
被
害
予
想

が
非
常
に
困
難
で
、
対
策
は
非
常

に
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
町
民
の
安
全
を
第
一
に
考

え
、
食
料
品
や
発
電
機
な
ど
の
備

蓄
品
を
整
備
し
災
害
に
備
え
て
い

ま
す
。

　

防
災
意
識
の
向
上
の
た
め
広
報

誌
等
で
の
普
及
・
啓
発
に
引
き
続

き
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
も
日
頃
か
ら
の
迅
速
な
避
難
へ

の
備
え
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

⑥
特
産
品
に
つ
い
て

　

メ
ー
ク
イ
ン
の
生
産
量
で
す

が
、
３
６
０
０
ト
ン
程
を
生
産
し

て
い
ま
す
。
特
産
品
の
総
売
上
で

す
が
、
あ
っ
さ
ぶ
メ
ー
ク
イ
ン

が
約
３
億
円
、
光
黒
大
豆
で
約

１
億
８
千
万
円
、
山
ゴ
ボ
ウ
で

２
８
０
０
万
円
ほ
ど
、
種
芋
生
産

も
あ
り
、
こ
ち
ら
は
７
億
８
千
万

円
ほ
ど
の
金
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
効
果
的
な
取
組
を
継

続
し
、
農
産
物
を
は
じ
め
と
す
る

各
特
産
品
の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

『中学生議会』を開催『中学生議会』を開催

　－中学生議会－
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江
差
高
校
（
武
藤
禎
弘
校
長
）

で
「
南
檜
山
学
」
の
授
業
が
行
わ

れ
、
１
年
生
が
自
分
た
ち
で
考
え

た
、
地
域
課
題
の
解
決
策
を
発
表

し
ま
し
た
。

　

「
南
檜
山
学
」
は
通
学
区
域
を

ひ
と
つ
の
圏
域
と
し
、
そ
こ
で
働

き
、
生
き
る
大
人
と
の
真
剣
な
関

わ
り
合
い
を
基
盤
に
社
会
の
リ
ア

ル
を
い
か
に
学
び
に
結
び
つ
け
る

か
を
テ
ー
マ
に
据
え
学
校
教
育
を

通
じ
て
、
生
徒
た
ち
に
地
域
の
魅

力
を
伝
え
る
学
び
の
実
現
を
目
標

に
今
年
度
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

12
月
23
日

（金）
、
た
ん
ぽ
ぽ
の

会
（
岩
田
冨
貴
子
会
長
・
会
員

５
名
）
は
教
育
委
員
会
を
訪
れ
、

「
児
童
生
徒
た
ち
の
感
染
症
対
策

に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
、
手

指
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
詰
替
５

箱
を
鈴
木
聡
教
育
長
へ
手
渡
し

ま
し
た
。

　

同
会
は
平
成
17
年
か
ら
リ
サ
イ

ク
ル
運
動
を
積
極
的
に
行
い
、
各

会
員
が
地
域
で
段
ボ
ー

ル
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

プ
ル
タ
ブ
な
ど
の
回
収

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
活
動
に
賛
同

し
、
新
函
館
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
が
段
ボ
ー
ル

の
保
管
や
運
搬
を
無
償

で
協
力
し
て
い
ま
す
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
で
得

た
収
入
で
町
内
の
各

施
設
に
寄
贈
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
に
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
へ
ク
リ
ス

マ
ス
ツ
リ
ー
や
玩
具
、

各
小
中
学
校
へ
花
を

　

12
月
16
日

（金）
の
授
業
で
は
、「
地

域
課
題
解
決
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く

り
」
の
第
３
回
目
が
行
わ
れ
、
南

檜
山
４
町
の
農
家
や
町
職
員
ら
を

ゲ
ス
ト
に
招
き
、
９
班
に
分
か

れ
、
イ
ベ
ン
ト
や
環
境
、
交
通
施

設
な
ど
の
テ
ー
マ
別
で
話
し
合
っ

て
き
た
地
域
課
題
の
解
決
方
法
を

発
表
。
そ
れ
に
対
し
ゲ
ス
ト
が
助

言
を
加
え
、
課
題
解
決
の
方
法
を

練
り
上
げ
ま
し
た
。

　

地
域
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
や
環
境

対
策
で
は
高
校
生
な
ら
で
は
の
若

い
発
想
で
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
も
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

贈
っ
た
り
、
中
学
校
生
徒
会
へ
の

活
動
費
の
寄
贈
な
ど
を
実
施
。
岩

田
会
長
は
「
人
数
は
少
な
い
が
と

て
も
や
る
気
の
あ
る
人
ば
か
り
。

私
た
ち
の
活
動
で
少
し
で
も
喜
ん

で
く
れ
る
人
が
い
て
く
れ
れ
ば
と

て
も
嬉
し
い
。
今
後
も
継
続
し
て

頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
活
動
へ

の
思
い
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

13

知っていますか
？

知っていますか
？委員の「委員の「氏名・任務氏名・任務をを紹介紹介」します」します

地区名 担当委員氏名

美和 廣　澤　カツヱ

富栄 門　間　紀美子

松園町・上の山・緑町 杉　村　憲　子

本町 佐　藤　祐　子

新町１区 近　藤　良　信

新町２区 泉　　　ヱツ子

赤沼町１区 倉　谷　正　司

赤沼町２区 替　地　秀　子

上里 飴　谷　あけみ

滝野・稲見・清水 鷲　田　寿　永

地区名 担当委員氏名

鶉 川　村　龍　子

鶉町 八重樫　洋　子

木間内・社の山・旭丘 東　谷　道　子

相生・共和 森　髙　貴　子

新栄・当路 澤　口　安　秀

南館町・城丘 松　岡　万理子

館町１区・中館（甲線） 谷　口　匡佐子

館町２区・中館（乙線） 松　原　ケイ子

館町３区 尾留川　ゆかり

富里・須賀 松　橋　恭　子

※本町の佐藤祐子さんと館町１区の谷口匡佐子さんは主任児童委員も兼務しています。

　 １. 民生・児童兼福祉委員とは

　民生・児童兼福祉委員は、高齢者や障

がい者、ひとり親家庭などの福祉向上や

児童の健全育成に向け、あなたの地域で

身近な相談相手となり、地域住民と行政

とのパイプ役となります。

　２. 民生・児童兼福祉委員の任務

　厚沢部町では 70 歳以上の独居世帯、

80 歳以上の高齢者世帯などを対象に、

１カ月に１回訪問して安否確認を行う

「愛のふれあい訪問事業」も民生・児童

委員が担当しています。

担当委員に相談し

たいことがある方

や連絡先が知りた

い方は担当係まで

ご連絡ください。

【担当】

保健福祉課福祉係

６４－３３１９

 ■請求窓口
　北海道保健福祉部福祉局地域福祉課援護係（電話 011-231-4111（内線 25-622））
　厚沢部町役場保健福祉課福祉係（電話 0139-64-3319）

戦没者等のご遺族の皆様へ

請求期限を過ぎると、第十一回特別弔慰金を受ける権利がなくなりますので、
お早めにご請求ください。

 ●支給対象となる方
　令和２年４月１日（基準日）において、「恩給法による公務扶助料」や「戦傷病者戦没者遺族等援護法に

よる遺族年金」などを受ける方（戦没者等の妻や父母等）がいない場合に、次の順番による先順位のご遺族

お一人に支給します。

支給対象者は、戦没者等の死亡当時のご遺族で

１．令和２年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給権を取得した方
２．戦没者等の子
３．戦没者等の①父母 ②孫 ③祖父母 ④兄弟姉妹
※戦没者等の死亡当時、生計関係があったことなどの要件を満たしているかどうかにより、順番が入れ
　替わります。
４．上記１から３以外の戦没者等の三親等内の親族（甥、姪など）
※戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上の生計関係があった方に限ります。

第十一回特別弔慰金の請求期限が近づいています。

　令和５年３月 31 日までに、ご請求ください。

 ●支給内容
　・国債名称 第十一回特別弔慰金国庫債券　い号　　・額面　25 万円（５年償還）

江
差
高
校
生

自
分
た
ち
で
地
域
課
題
の
解
決
策
を
考
え
る

た
ん
ぽ
ぽ
の
会

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
し
、
各
団
体
へ
寄
贈

問合せ先：住民税務課住民係　TEL ６４－３３１３

マイナポイントを受け取るために必要な
マイナンバーカードの申請期限は

２月末まで延長となりました！

終了する前にお早目の申請を！

▲左から伊勢谷陽子さん、鈴木教育長、岩田会長、山崎なつさん
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社
の
山
は
字
名
改
正
以
前
か
ら

あ
る
比
較
的
古
い
地
名
で
す
。
明

治
29
年
の
地
形
図
に
は
見
ら
れ
ま

せ
ん
が
、
大
正
９
年
の
地
形
図
に

は
社
の
山
の
表
記
が
見
ら
れ
ま

す
。

　

「
社
の
山
」
地
名
が
い
つ
頃
付
け

ら
れ
た
の
か
は
、
は
っ
き
り
わ
か

っ
て
い
ま
せ
ん
。
厚
沢
部
町
で
は

二
級
町
村
制
が
施
行
さ
れ
た
明
治

39
年
以
降
移
住
者
が
増
加
し
た
と

町
内
に
あ
る

に
あ
る
地
名
のの
由
来

～
「
社
の
山
」
～

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
本
年
も
地
域
の
皆
様
の

法
律
問
題
解
決
に
向
け
て
誠
心
誠

意
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
お
正
月
に
よ
く
見
る
松

竹
梅
。
縁
起
物
と
さ
れ
ま
す
よ
ね
。

そ
れ
ぞ
れ
冬
の
寒
さ
に
も
耐
え
る

生
命
力
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
成

長
の
姿
が
生
命
力
や
希
望
を
感
じ

さ
せ
、
そ
れ
が
長
寿
・
子
孫
繁
栄
・

気
高
さ
の
シ
ン
ボ
ル
と
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
よ

う
に
、
物
事
に
は
「
謂
れ
（
い
わ

れ
）
」
が
あ
り
ま
す
。

　

法
律
に
も
「
謂
れ
」
が
あ
り
ま

す
。
と
、
い
う
と
ち
ょ
っ
と
違
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
法
律

や
規
定
が
作
ら
れ
た
「
趣
旨
」
が

あ
る
の
で
す
。
た
と
え
ば
、
未
成

年
者
が
法
律
行
為
を
す
る
と
き
は

原
則
と
し
て
親
の
同
意
を
得
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
同
意
を
得
ず
に
し

た
法
律
行
為
は
取
り
消
す
こ
と
が

で
き
ま
す
（
民
法
５
条
１
項
２

項
、
民
法
１
２
０
条
１
項
参
照
）
。

で
は
、
例
え
ば
そ
の
未
成
年
者

が
、
「
バ
イ
ク
を
買
お
う
！
い
ざ

と
な
っ
た
ら
と
自
分
は
未
成
年
だ

し
取
り
消
せ
る
ぞ
！
」
と
思
い
な

が
ら
、
親
の
同
意
を
得
ず
に
し
た

売
買
契
約
は
取
り
消
す
こ
と
が
で

き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
「
取
り
消

せ
る
ぞ
！
」
と
思
っ
て
契
約
を
す

る
と
い
う
の
は
、
な
ん
だ
か
未
成

年
者
に
責
任
が
あ
る
よ
う
な
気
が

し
ま
す
よ
ね
。
そ
れ
で
取
り
消
さ

れ
た
ら
、
そ
の
契
約
の
相
手
方
と

し
て
も
迷
惑
で
す
。
し
か
し
、
こ

れ
は
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
法
の

趣
旨
で
す
。
未
成
年
の
法
律
行
為

が
取
り
消
せ
る
趣
旨
は
、
判
断
能

力
が
未
熟
で
あ
る
未
成
年
を
保
護

し
よ
う
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
の

で
す
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
未
成
年

者
が
「
取
り
消
せ
る
！
」
と
知
っ

て
い
な
が
ら
し
た
行
為
で
あ
っ
て

も
、
判
断
能
力
が
未
熟
で
あ
る
未

成
年
の
行
為
で
あ
る
こ
と
に
変
わ

り
は
な
い
の
で
、
取
り
消
せ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

法
テ
ラ
ス
通
信
通
信

～
法
律
家
の
頭
の
中
～
趣
旨
か
ら
考
え
る
～

vol.129

さ
れ
ま
す
の
で
、
明
治
末
頃
か
ら

集
落
の
形
成
が
な
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

実
は
、
字
名
改
正
以
前
に
「
社

の
山
」
と
い
う
字
名
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
国
土
地
理
院
の
地
形

図
に
記
載
さ
れ
て
い
る
地
名
で
あ

り
な
が
ら
、
昭
和
35
年
の
字
名
改

正
に
よ
っ
て
正
式
な
字
名
と
な
っ

た
社
の
山
は
古
く
て
新
し
字
名
で

す
。

商
品
券
の
使
用
期

限
は
令
和
５
年
１

月
10
日

（火）
ま
で
！

　

10
月
中
旬
に
販
売
さ
れ
ま
し
た

50
％
も
お
得
な
『
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
』
の
使
用
期
限
は
令
和
５
年

１
月
10
日

（火）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。
使
い
忘
れ
の
無
い
よ
う
お
気

を
付
け
く
だ
さ
い
。
期
限
内
に
活

用
し
て
町
内
を
盛
り
上
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
！

　

こ
の
よ
う
に
、
一
見
し
て
判
断

に
迷
う
よ
う
な
場
合
で
も
、
法
律

家
は
趣
旨
に
立
ち
返
る
こ
と
で
判

断
を
し
て
い
ま
す
。
判
断
に
迷
っ

た
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

★
ご
相
談
の
ご
予
約
は

０
５
０
‐
３
３
８
３
‐
５
５
６
３
へ

【
法
テ
ラ
ス
江
差

　
　

 

　

弁
護
士　

松
田　

明
子
】

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
本
年
も
厚
沢
部
町
農
業

の
発
展
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

現
在
、
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は

土
壌
分
析
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。
毎
年
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て

分
析
を
行
い
、
今
年
の
作
付
け
の

際
の
施
肥
の
参
考
と
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
昨
年
か
ら
化
学
肥

料
の
高
騰
が
騒
が
れ
て
お
り
、
化

学
肥
料
の
使
用
量
低
減
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
行
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
肥
料
の
低
減
に
向
け

た
取
り
組
み
を
行
い
つ
つ
、
収
穫

量
を
確
保
し
て
い
く
た
め
に
は
土

づ
く
り
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

肥
料
の
使
用
量
の
調
整
以
外
で

改
善
し
や
す
い
の
が
、
堆
肥
の
施

用
で
す
。
堆
肥
を
投
入
す
る
と
土

の
中
の
有
機
物
含
量
が
増
加
し
、

土
壌
の
団
粒
形
成
が
促
進
さ
れ
、

土
の
中
に
た
く
さ
ん
の
隙
間
が
で

き
る
こ
と
で
通
気
性
と
透
水
性
が

良
好
に
な
る
と
と
も
に
、
土
壌
が

柔
ら
か
く
な
る
事
で
根
が
発
達
し

て
養
分
や
水
分
の
吸
収
能
力
が
高

ま
り
収
量
が
向
上
し
ま
す
。

　

ま
た
、
堆
肥
は
土
中
の
微
生
物

に
と
っ
て
餌
の
役
割
に
も
な
り
ま

す
。
微
生
物
活
動
が
活
発
に
な
り

有
機
物
の
分
解
が
促
進
さ
れ
て
、

土
壌
養
分
の
供
給
が
ス
ム
ー
ズ
に

な
り
ま
す
し
、
土
壌
病
害
も
起
こ

り
に
く
く
な
り
ま
す
。

　

堆
肥
に
含
ま
れ
る
成
分
は
窒

素
・
リ
ン
酸
な
ど
の
主
要
な
成
分

の
ほ
か
、
マ
ン
ガ
ン
・
鉄
な
ど
の

微
量
な
成
分
も
含
ま
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
成
分
は
、
土
に
施
用
さ

れ
て
か
ら
少
し
ず
つ
ゆ
っ
く
り
と

肥
料
と
同
じ
効
果
を
発
揮
し
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
堆
肥
の
施
用

に
よ
り
生
物
的
・
物
質
的
・
科
学

的
の
３
つ
の
効
果
を
同
時
に
得
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
や
り

過
ぎ
は
禁
物
で
す
。

　

土
づ
く
り
に
は
、
バ
ラ
ン
ス
が

大
事
と
い
う
事
を
忘
れ
ず
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　

【
農
業
振
興
係　

堂
下　

貴
宏
】

道
南
地
域
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
連
絡
会
に
つ
い
て

活
性
化
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

だ
よ
り

20
歳
を
迎
え
る
皆
さ
ん
！

　
　
　
　
　
　
　

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
！

ね
ん
き
ん

ね
ん
き
ん
講
座
講
座

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保

障
だ
け
で
は
な
く
、
病
気
や
け
が

で
重
い
障
害
が
残
っ
た
と
き
な
ど

に
も
年
金
を
支
給
し
、
思
い
が
け

な
い
人
生
の
「
万
が
一
」
も
サ
ポ

ー
ト
す
る
公
的
年
金
制
度
で
す
。

『
義
務
と
権
利
』

　

日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳

か
ら
60
歳
ま
で
の
全
て
の
方
は
、

国
民
年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を

納
付
す
る
義
務
が
あ
り
、
年
金
を

受
け
取
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

『
加
入
の
手
続
き
』

　

学
生
や
自
営
業
者
な
ど
の
第
１

号
被
保
険
者
と
な
る
方
は
、
お
住

ま
い
の
市
・
区
役
所
、
役
場
で
直

接
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
の
第

２
号
被
保
険
者
の
方
や
、
そ
の
第

２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
る
配

偶
者
の
第
３
号
被
保
険
者
の
方
は

勤
務
先
の
事
業
所
が
加
入
手
続
き

を
行
い
ま
す
の
で
、
個
別
の
手
続

き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

『
保
険
料
の
猶
予
・
免
除
』

　

学
生
で
あ
る
な
ど
収
入
が
少
な

い
た
め
に
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
で
き
な
い
場
合
は
、
申
請
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
・
免

除
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
申
請
を
行
わ
ず
、
保
険
料

が
未
納
と
な
っ
て
い
る
と
、
「
万

が
一
」
の
時
に
障
害
年
金
が
受
け

取
れ
な
い
な
ど
の
思
わ
ぬ
事
態
を

招
き
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
は
、

所
得
が
な
い
学
生
の
方
の
ご
本
人

の
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。
年
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

こ
と
や
不
慮
の
事
故
等
に
よ
り
障

害
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
、

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
こ
と
な
ど
を
防

止
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。
経
済

的
な
理
由
等
に
よ
り
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
方
の
た
め
に
、
「
保

険
料
免
除
制
度
」
や
「
若
年
者
納

付
猶
予
制
度
」
も
あ
り
ま
す
。

★
問
合
せ
先　

住
民
係

　
　
　
　
　

☎
６
４-

３
３
１
３

道
路
の
除
雪
作
業
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

町
で
は
、
10 
㎝
以
上
の
積
雪
や

吹
き
溜
ま
り
が
あ
っ
た
場
合
、
通

勤
時
間
や
町
民
の
生
活
に
支
障
が

生
じ
な
い
よ
う
に
町
道
の
除
雪
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

安
全
で
迅
速
な
除
雪
作
業
に
努

め
て
い
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様
に

も
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
雪
を
道
路
に
出
さ
な
い

●
路
上
に
駐
車
し
な
い

●
除
雪
車
に
近
寄
ら
な
い

　

除
雪
車
に
は
死
角
が
多
く
巻
き

　

込
ま
れ
る
と
危
険
で
す
。

●
出
入
口
は
各
戸
で
除
雪
を

●
夜
間
の
除
雪
体
制
に
つ
い
て

　

危
険
が
伴
う
た
め
、
夜
間
は
除

　

雪
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
吹
き

　

溜
ま
り
の
影
響
に
よ
り
交
通
不

　

可
と
な
る
場
合
も
予
想
さ
れ
る

　

こ
と
か
ら
ご
注
意
願
い
ま
す
。

●
不
要
な
外
出
を
控
え
る

　

警
報
発
令
時
は
通
行
困
難
と
な

　

る
道
路
が
多
数
発
生
す
る
恐
れ

　

が
あ
り
ま
す
。
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図書館
新　書
情　報

おすすめ新着図書
　新年、明けましておめでとうございま
す。
冬休みのこの時期、宿題、作文や自由研
究で忙しい学生さんへの手助けになるお
すすめな学習本をご紹介します。

「小学校６年生までに必要な作文力

が１冊でしっかり身につく本」

〔安藤英明　著〕

　書くことが苦手な子ども

の声から生まれた作文入門

書。作文を書こうと用紙を目

の前にいざペンを持ったの

はいいものの、何から書き始

めたらいいのか、どんなこと

を書けばいいのか…と悩ん

でしまう方におすすめの１

冊です。

お探しの資料が貸出中の時は、ご予約を承っております。
また、リクエストや、北海道立図書館からの貸出も受け付けております。
どうぞ、ご利用ください。
●問合せ先　厚沢部町図書館　☎６４-３４３６

食生活
改　善
協議会

【材料（２食分）】
豚バラ肉 150g
玉ねぎ 150g
人参 50g
ぶなしめじ 50g
オリーブオイル 大さじ1
●片栗粉 適量
●しょうが 大さじ1
●酒 小さじ2
●塩・こしょう 適量
片栗粉 適量
◆しょうが 50g
◆玉ねぎ 大さじ1
◆みりん 大さじ2
◆酒 大さじ1
◆しょう油 大さじ1
◆片栗粉 適量
※ ●◆のしょうがはすり
おろし、◆の玉ねぎは
みじん切り

今月の簡単レシピ

豚肉の
ジンジャーソース
【作り方】

①豚肉は３センチ幅に切り●で下味をつけ

　る。10 分後、片栗粉を薄くまぶす。

②玉ねぎ・人参はせん切り、しめじは小房

　に分ける。

③◆をボウルに混ぜ合わせる。

④フライパンにオリーブオイルをいれ①の

　豚肉を中火で炒め、②を加えて２～３分

　炒める。③を加えて弱火～中火で２～３

　分炒め出来上がり。 　豚肉と生姜は相性が抜群！疲労回復や

代謝アップの効果があります。寒いこの

時期には身体がポカポカ温まる一品は何

よりも嬉しいですね〜！

食改からのコ
メント

「おいしい！ふしぎ！理科実験スイーツ

とける・ふくらむギフト＆デコスイーツ」

〔ＷＩＬＬこども知育研究所　編集〕

　お菓子づくりをしながら

科学を学べるレシピ集シリ

ーズ。マシュマロビスケッ

トやエアインチョコなど、

プレゼントしたくなるギフ

ト向けのかわいいお菓子が

掲載されています。子ども

の自由研究にもおすすめ！

１
＆

行
事

２
知
お

ら
せ

＆

　
急
遽
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
予
め
確
認
願
い
ま
す
。

１
月
の
休
日
当
番
医

　 １月の外来診療情報

北海道立江差病院
〔℡５２- ００３６〕

厚沢部町国保病院
〔℡６４- ３０３６〕

診 療 科 診 療 日

内 科

外 科

月〜金曜日
 （祝祭日は休診）

眼 科
10 日（火）・11 日（水）
24 日（火）・25 日（水）

※水曜午後休診

受 付
時 間

午前…  8時30分〜11時30分
午後… 13時30分〜15時00分

※診療日は予定であり、医師の出張などで変更する

　場合もあります。事前に病院へご確認ください。

※眼科診療は事前に予約していない方も診療日当日

　の予約に余裕があれば、受診が可能な場合もあり

　ますので、お問い合わせください。

　　 午前… 8時00分〜11時30分（初診は9時00分〜）

　　 午後…13時00分〜14時30分

※予約受付時間（定期患者のみ）13時00分〜16時00分

※診療日は予定であり、変更になる場合もあります。

受付
時間

　
変形性関節症について　その２

（
受
付
時
間

：

９
時
〜
17
時
）

　日常生活に特に重要なのは下肢関節と機能であり、下

肢の変形性関節症に関して御話致します。いずれもまず

は保存治療 (内服、外用剤、リハビリ (運動療法、温熱

療法、電気療法 )、装具療法 )が開始されますが、症状

が持続、増悪する際には手術治療が考慮されます。

【膝関節】

女性の頻度が高く、60 歳台で 20-50%、70 歳台ではさら

に高頻度に認めます。画像上変形を認める人が必ずしも

症状が出現するとは限らず、症状を伴う頻度は 60 歳以

降で 10-18% 程度とされます。人工関節手術は日本で年

間約７万５千例行われています。

【股関節】

頻度が低く、70 歳台で数％以下とされます。日本では

発育性股関節形成不全 (いわゆる股関節のかぶりが浅い

)による二次性変形性股関節症が最も多いです。人工関

節手術は日本で年間約３万例行われています。

　　　　　　　　　　　　　整形外科医長　霜村　耕太

当 番 医 病　院　名（電話番号）

1月1日（日） 佐々木病院（52-1070）

2日（月） 上ノ国診療所（55-2017）

3日（火） 道立江差病院（52-0036）

8日（日） 勤医協診療所（52-1366）

9日（月） 道立江差病院（52-0036）

15日（日） 乙部町国保病院（62-2331）

22日（日） 道立江差病院（52-0036）

29日（日）
厚沢部町国保病院（64-3036）

【あっさぶ調剤薬局（64-3041）】

伝統的
作業を
紹　介

しめ縄づくり
（赤沼神社）

　12 月 25 日（日）、赤沼神社で氏子総代の皆さん

が集まり、毎年恒例の「しめ縄づくり」が行われま

した。氏子総代では、神社の管理のほかしめ縄づく

りといった活動も実施しています。明るい新年を願

い丹精を込めたしめ縄が完成しました。

診 療 科 診 療 日

整 形 外 科
午前　月・火・木・金曜日
　　　　　　　　　（午前11時迄の受付)
午後　水・金曜日

循環器内科
午前　月・火・木・金曜日　
午後　月・金曜日

総 合 診 療
内　　 科

午前　月～金曜日
　　　（午前11時迄の受付)
　　　（月曜日は午前10時から診療）

消化器内科
午前　水曜日（午前11時迄の受付）
　　　再診のみ、完全予約制
午後　月曜日、5.19日

呼吸器内科 午前　金曜日　午後　木曜日

神 経 内 科 午前　6.20日

総 合 診 療
（外　　科）

午前　火～木曜日

外 科 午前　13日（午前11時迄の受付）

小 児 科
午前  月～金曜日　
午後  火と木曜日（午後3時～4時の受付）

泌 尿 器 科 午前　月～金曜日　午後　木曜日

精 神 科 午前　月～金曜日

産 婦 人 科
午前　16.17.30.31日
午後　16.30日

耳鼻咽喉科
午前　4.11.12.17.18.25.26.31日
　　　　　　　（午前11時迄の受付）
午後　11.25日

眼 科
午前　12.26日
　　　（予約以外の初診受付11時迄)

午後　11.18.25日

皮 膚 科 午前　火曜日
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－１月＆２月の行事＆お知らせ－

年
末
年
始
の

各
施
設
休
業
日
に
つ
い
て

■
役
場

■
体
育
館
・
図
書
館
・
郷
土
資
料
館

★
12
月
31
日

（土）
～
１
月
５
日

（木）

■
国
保
病
院

★
12
月
31
日

（土）
～
１
月
５
日

（木）

■
道
の
駅
あ
っ
さ
ぶ

★
12
月
30
日

（金）
～
1
月
５
日

（木）

■
上
里
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

■
館
地
区
憩
い
の
家 

★
12
月
31
日

（土） 

17
時
ま
で
営
業

★
１
月
１
日

（日）
～
４
日

（水）
は
休
館

★
１
月
５
日

（木）
～
通
常
営
業

■
う
ず
ら
温
泉

★
12
月
29
日

（木）

　

通
常
営
業

★
12
月
30
日

（金）

●
レ
ス
ト
ラ
ン

　

休
業

●
日
帰
り
入
浴

　

19
時
ま
で
営
業

★
12
月
31
日

（土）
～
１
月
２
日

（月）

　

全
館
休
業

★
１
月
３
日

（火）
～
通
常
営
業

オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
て
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
！

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
な

ど
か
ら
、
所
得
税
・
消
費
税
・
贈

与
税
の
申
告
書
を
作
成
し
、e-

T
a
x

（
電
子
申
告
）
等
で
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

特
に
、
税
務
署
で
は
、
来
署
せ

ず
に
、
自
宅
等
か
ら
申
告
手
続
き

が
完
了
す
る
、
簡
単
便
利
な
「
ス

マ
ホ
申
告
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、
多
く
の

方
が
訪
れ
る
確
定
申
告
会
場
で
は

な
く
、
是
非
、
ご
自
宅
で
の
申
告

書
の
作
成
・
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

★
問
合
せ
先

　

江
差
税
務
署

　
　
　
　
　
☎
０
３-

５
２-
０
０
７
８

●
福
祉
灯
油

　

現
在
、
町
で
は
、
高
齢
者
や
ひ

と
り
親
家
庭
等
の
暖
房
費
の
一
部

を
助
成
す
る
冬
期
生
活
支
援
事
業

の
申
請
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

各
種
申
請
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
！

●
高
齢
者
世
帯
等
生
活
支
援
事
業

　

現
在
、
原
油
価
格
や
物
価
高
騰

の
影
響
が
特
に
大
き
い
と
考
え
ら

れ
る
低
所
得
の
高
齢
者
及
び
障
が

い
者
世
帯
に
対
し
て
、
今
年
度
に

限
り
臨
時
的
に
生
活
費
の
一
部
を

補
助
す
る
高
齢
者
世
帯
等
臨
時
生

活
支
援
事
業
の
申
請
受
付
を
行
っ

て
い
ま
す
。

★
各
申
請
期
限
に
つ
い
て

　

各
事
業
・
給
付
金
に
つ
い
て
の

申
請
期
限
は

　
　

令
和
５
年
１
月
31
日

（火）

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
申
請

忘
れ
の
無
い
よ
う
お
気
を
付
け
く

だ
さ
い
。

　

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
気
軽
に
問
合
せ
先
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

★
問
合
せ
先

　

保
健
福
祉
課
福
祉
係

　
　
　
　
　

☎
６
４-
３
３
１
９

●
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格

　

高
騰
緊
急
支
援
給
付
金

　

物
価
・
賃
金
・
生
活
総
合
対
策

と
し
て
、
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品

等
の
価
格
高
騰
に
よ
る
負
担
増
を

踏
ま
え
、
特
に
家
計
へ
の
影
響
が

大
き
い
低
所
得
世
帯
（
令
和
４
年

度
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
）
に
対

し
て
、
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付

金
を
支
給
し
ま
す
。

　

確
認
書
や
申
請
書
の
提
出
が
必

要
で
す
の
で
期
限
ま
で
に
ご
提
出

願
い
ま
す
。
（
要
件
に
よ
り
提
出

す
る
も
の
は
異
な
り
ま
す
）

令和４年 11 月末現在

世帯 男 女 人口 前月からの
人口増減

下地区 1,082 986 1,096 2,082（＋2）

鶉地区 304 302 301 603（－5）

館地区 431 389 430 819（－6）

全 町 1,817 1,677 1,827 3,504（－9）

※外国人住民を含む

町の人口

（12 月20日届出分まで）

今月の寄附件数 132件

今月の寄附金額 3,637千円
令和４年度

寄附件数累計 1,064件
令和４年度

寄附金額合計 16,828千円

前年度寄附金額 32,257千円

厚沢部町ふるさと納税寄附状況

（12 月 23 日届出分まで）

戸籍の窓

連続 ７１ 日５

令和４年 12 月 25 日現在

厚沢部町交通死亡事故死
ゼロ記録簿

おくやみもうしあげます

旭　丘　菊池　勇子さん（96 歳）11/25
赤沼町　糸畑　正美さん（68 歳）11/28
富　栄　上戸　テルさん（92 歳）12/16
富　栄　髙野　正人さん（51 歳）12/21
富　栄　杉野サトノさん（101 歳）12/22
館　町　田中　きよさん（81 歳）12/22

善
意
感
謝
致
し
ま
す

◎
社
会
福
祉
協
議
会
へ

☆
御
香
料
の
お
礼
に
代
え
て

　

富
栄
・
上
戸
る
り
子
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　

１
０
０
，
０
０
０
円

●
鶉
地
区
研
修
セ
ン
タ
ー
へ
寄
贈

　

鶉
町
・
古
谷
俊
美
さ
ん
か
ら

　

手
す
り

　
　
　
　

８
０
，
０
０
０
円
相
当

－１月＆２月の行事＆お知らせ－

子どもの写真が表紙になる！
世界でたった一つの

記念版広報あっさぶ記念版広報あっさぶ
を記念に作りませんか？

出生届から１年以内であれば申し込み
可能です！
お子さんの生まれた記念に作ってみま
せんか？
申し込み・お問い合わせは
　　　 政策推進係　TEL：64-3312

令和５年度厚沢部町役場職員採用試験について
☆一般行政職☆

受付期間 令和５年１月10日（火）まで

試験日時 令和５年１月22日（日）午前９時（予定）

試験会場 厚沢部町役場　（厚沢部町新町２０７番地）

採用人数 若干名

受験資格

〇年齢要件　昭和63年（１９８８年）４月２日
　　　　　　以降に生まれた者
〇住所要件　住所要件はありませんが、採用後
　　　　　　厚沢部町に居住できる者または通
　　　　　　勤可能な者
〇資格等要件　
　①普通自動車免許
　②学校教育法による高等学校以上の学校を卒
　　業した者
　③民間企業等における職務経験を３年以上有
　　する者（パート・アルバイト等除く。）
　※民間企業における職務経験とは、民間企業
　　の社員、公務員、団体職員、自営業者等と
　　して就業した経験

職務内容 一般行政事務に従事

☆建築技術職員☆
受付期間 令和５年１月10日（火）まで

試験日時 令和５年１月22日（日）午前11時（予定）

試験会場 厚沢部町役場　（厚沢部町新町２０７番地）

採用人数 １名

受験資格

〇年齢要件　昭和58年（１９８３年）４月２日
　　　　　　以降に生まれた者
〇住所要件　住所要件はありませんが、採用後
　　　　　　厚沢部町に居住できる者または通
　　　　　　勤可能な者
〇資格等要件　
　①普通自動車免許
　②学校教育法による高等学校以上の学校で、
　　建築の学科またはこれに類する学科を履修
　　し卒業した者で、２級建築士または１級建
　　築士の資格を有する者
　③建築設計・施工に関する実務経験を、高卒
　　の場合は５年、短大・大卒の場合は３年以
　　上有する者

職務内容 建築技術業務及び一般行政事務に従事

申し込み先
厚沢部町役場総務財政課総務係

　　　〒043-1113　北海道檜山郡厚沢部町新町２０７番地
　　　TEL：６４－３３１１

詳しくは

こちらから

★★★南部桧山清掃センターからのお知らせ★★★
１月 28 日（土）は休日のため当施設へのごみの搬入はできません。
ごみ収集カレンダーにも掲載してありますので、ご確認ください。

【問合せ先：南部桧山清掃センター（☎ 53-6301）】

運
転
免
許
更
新
時
講
習

◎
ま
な
び
っ
く

☆
１
月
12
日

（木）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　

13
時
～
13
時
30
分

◆
一
般
運
転
者
講
習

　

14
時
～
15
時

◆
初
回
更
新
者
講
習

　

15
時
45
分
～
17
時
45
分

☆
１
月
26
日

（木）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　

13
時
～
13
時
30
分

◆
違
反
運
転
者
講
習

　

14
時
15
分
～
16
時
15
分

おたんじょうおめでとう！

赤沼町　小野寺　玲
れお

あ勇　くん  12/13

　　　　（雄大さん＆美佐さん）

美　和　野　崎　璃
りま

あ茉 ちゃん 12/17

　　　　（丞仁さん＆柚希さん）

　

手
紙
や
は
が
き
な
ど
の
信
書

は
、
「
特
定
の
受
取
人
に
対
し
、

差
出
人
の
意
思
を
表
示
し
、
又
は

事
実
を
通
知
す
る
文
書
」
と
さ
れ

手
紙
を
守
る
た
め
の
ル
ー
ル
が

あ
り
ま
す
。

て
お
り
、
原
則
、
日
本
郵
便
株
式

会
社
及
び
信
書
便
事
業
者
だ
け
が

取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
（
※
宅
配
便
や

メ
ー
ル
便
で
は
、
原
則
と
し
て
信

書
の
送
付
は
で
き
ま
せ
ん
）

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、

●
「
総
務
省
情
報
流
通
行
政
局
郵

　

政
行
政
部
」

　

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
s
o
u
m
u
.
g
o
.
j
p
/

y
u
s
e
i
/
i
n
d
e
x
.
h
t
m
l

◆
問
合
せ
先

　

総
務
省
情
報
流
通
行
政
局

　

郵
政
行
政
部
郵
便
課

☎
０
３
‐
５
２
５
８
‐
５
９
７
５
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あとがき

広報あっさぶ

令和５年１月号（第 709 号）

▼
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
も
広

報
あ
っ
さ
ぶ
を
ご
覧
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
と
っ
て
昨

年
は
ど
の
よ
う
な
１
年
だ
っ

た
で
し
ょ
う
か
。
広
報
あ
っ
さ

ぶ
は
節
目
の
７
０
０
号
を
迎

え
た
り
、
タ
イ
ト
ル
を
変
え
た

り
と
変
化
の
あ
る
年
で
し
た
。

▼
赤
沼
神
社
氏
子
総
代
の
皆

さ
ん
の
「
し
め
縄
作
り
」
。
数
名

が
集
ま
り
、
神
社
や
鳥
居
に
飾

る
し
め
縄
３
本
の
作
業
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
１
本
の
長
さ
は

３
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
と
な
り
ま

す
。
編
む
作
業
の
際
に
は
複
数

人
で
協
力
し
合
い
な
が
ら
、
編

む
方
向
を
間
違
わ
な
い
よ
う

丁
寧
に
作
業
を
実
施
。
作
業
し

た
方
は
「
作
る
人
の
年
齢
も
高

齢
化
し
て
き
て
お
り
、
い
つ
ま

で
続
け
ら
れ
る
か
わ
か
ら
な

い
が
、
伝
統
の
あ
る
作
業
な
の

で
続
け
て
い
き
た
い
」
と
し
め

縄
作
り
へ
の
思
い
を
休
憩
中

に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
何
気

な
く
飾
ら
れ
て
い
る
し
め
縄

で
す
が
、
裏
で
は
こ
う
し
て
靴

っ
て
く
れ
て
い
る
人
が
い
る

こ
と
も
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
▼
個
人
的
に
は

２
０
２
２
年
後
半
は
指
を
骨

折
し
た
り
、
帯
状
疱
疹
に
か
か

っ
た
り
、
今
号
を
作
っ
て
い
る

最
中
に
ぎ
っ
く
り
腰
に
な
っ

た
り
と
良
く
な
い
こ
と
が
続

き
ま
し
た
。
新
年
に
な
り
運
気

が
変
わ
り
良
い
こ
と
が
た
く

さ
ん
起
き
る
と
い
い
な
と
願

っ
て
い
ま
す
。
▼
今
年
は
「
卯

年
」
。
飛
躍
・
成
長
の
年
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
個
人
的
に

も
20
代
最
後
の
年
。
広
報
だ
け

で
は
な
く
人
と
し
て
も
成
長

し
て
い
く
年
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
本
年
も
広
報
あ
っ
さ

ぶ
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
（
え
び
）

３
年
ぶ
り
に

　
　
　
　

あ
ゆ
み
会
場
で

　
　
　
　
　
　
　
　

発
表
会
！

時
と

間
き

刻 む
を

　12 月 17 日（土）、認定こども
園はぜる『はっぴょうかい』が
あゆみで開催され、３歳以上児
は、保護者が見守る中、元気い
っぱいに取り組みました。最後
の発表会となるししまい組（年
長児）は着物や袴を着ての踊り
などを披露。特に「レッツチャ
レンジ完結」では、縄跳びや三
点倒立、跳び箱など練習してき
た成果を存分に披露しました。

▲たいこやま組（４歳児）の舞踏劇

▲ししまい組（５歳児）の遊戯▲

▲ししまい組（５歳児）の和太鼓▲

▲ししまい組（５歳児）のパフォーマンス「レッツチャレンジ完結」

▼あゆ組（３歳児）のパフォーマンス

◀
し
し
ま
い
組
（
５
歳
児
）
の

　

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
「
レ
ッ
ツ

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
完
結
」


